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１．研究計画の概要 
(1) 経済倫理の新たなスタンダードを確立す
ることが目的である。それは、グローバル
化した経済活動が倫理を失い、世界に恐慌
に似た被害をもたらしているからである
が、それにとどまらず、社会の深部にモラ
ルの崩壊といってよい状況を生み出して
いるからでもある。 

 
(2) このために、われわれは、次のような計
画を立てた。 
①経済倫理の基礎研究を行うこと。 
②東アジアやヨーロッパの研究者と相互
交流を深め、アメリカ発の問題を正す方
途を見出すこと。 
③経済倫理に理解があり、それを実行して
いる、日本の 10 数名の企業家にインタ
ビューを行い、その思想や文化的背景を
明らかにすること。 
④①と関連して、伝統思想の再評価を行う
こと。具体的には、儒教研究と日本の職
人の仕事倫理に新たな光を与えること
である。 

 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 上記①に関しては、着実に進みつつある。 
(2) ②に関しては、アルザス（フランス）と
デュッセルドルフ（ドイツ）において、シ
ンポジウムやワークショップを開催した。
この成果は、平成 22 年 3 月に「中間報告
書」を作成した。これらの成果の上に、④
とも関連するが、西洋思想のみならず、東
アジアの伝統思想も研究の対象として研
究を進めているところである。 

(3) ③に関しては、すでに数名の企業家にイ
ンタビューを試みた。企業倫理や CSR を
中心とし、かつその文化的背景を問題とす
る、従来にないタイプの報告が出来るので
はないかと期待している。 

(4) ④に関連して、京都の西陣で地域興しを
推進している職人の方にインタビューを
行った。また、職人の独特な倫理意識や職
人気質、また、それを支える仕組みと変化
なども視野に入れて研究を行っている。 

 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している。 

 
（理由） 
「進捗状況」でも述べたが、平成 22
年 3月に「中間報告書」を作成した。こ
れによって、②の「ヨーロッパの研究者
との交流」の成果をまとめることが出来
た。無論まだそれは「中間」報告にとど
まるのであって、真の意味での議論はこ
れから深めねばならない。 
①、③、④に関しても、今年度末を目
指して、鋭意、進行中である。７月には
研究会を開催予定で、ここで、最終報告
に向けて、成果を持ち寄り、編集会議や
研究発表を行う予定である。 

 
 
４．今後の研究の推進方策 
   研究会を開催し、また、編集委員会を
重ね、③を中心として、①や④を考慮しつ
つ、「最終報告」をまとめることが目指さ
れる。 
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  さらに、思想関係で協力者の援助を得て、
研究をより豊富化することも考えている。 
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